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はじめに

　東日本大震災をきっかけに始まった当協会
の社会貢献活動は、今年度に入り6年目を迎
えます。
　当初、「次世代支援」を目的として始まっ
たこの活動は、当協会が会員会社よりリース
終了パソコンの提供を受け、整備及びソフト
ウェアの搭載等を行った上で、被災3県の自
治体、公民館・美術館・博物館等の公的機関、
高等学校・小中学校・特別支援学校等の教育
機関及び学校図書館等へ寄贈する活動を行っ
てきました。
　その後、より多くの方々を支援できるよう、
被災3県で教育支援・地域振興・社会福祉に

関する活動を行う非営利法人に対してリース
終了パソコンを寄贈する活動へと広がりまし
た。
　平成27年度は160台の寄贈を行い（表1）、
平成27年度末までに累計で1,312台のリース
終了パソコンを各地でご利用いただいていま
す。
　また、「私たちでもできること」を探し、
特別支援学校における就労移行支援活動・作
業学習用教材の提供活動も加わりました。会
員会社からの提案・協力もあり、これらの活
動は少しずつ広がりを見せています。
　本稿では平成27年度の社会貢献活動につい
てのご報告と平成28年度の活動計画をご紹介
します。

表1　平成27年度リース終了パソコン寄贈・貸与実績一覧
寄贈・貸与先 寄贈台数

東日本大震災関連 26 114台
うち復興庁・被災者支援コーディネート事業 15 49台
　教育支援・地域振興・社会福祉に関する活動を行う非営利法人 8 25台
　工業高等学校 3 40台

災害時緊急支援 3 10台
特別支援学校 18 36台

総　　　計 47 160台

１．東日本大震災復興支援活動

　［対象：被災3県（岩手県・宮城県・福島県）］
①復興庁・被災者支援コーディネート事業を

通じたリース終了パソコンの寄贈
　復興庁では、東日本大震災の被災者の避難

生活の長期化・分散化などによる課題に対応
するため、「被災者支援（健康・生活支援）
総合対策」を策定し、これに基づき、「被災
者支援コーディネート事業」が開始されまし
た。「被災者支援コーディネート事業」では
企業の社会貢献活動と被災自治体（自治体の
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活動に協力する非営利法人を含む）の意向の
マッチングが行われています。
　当協会は、この事業を通じて、東日本大震
災の被災地域で教育支援・地域振興・社会福
祉に関する活動を行う非営利法人の紹介を受
けました。リース終了パソコンの寄贈を希望
する非営利法人より、法人に関する資料等を
いただき、リース終了パソコンの活用目的・
方法等を確認・審査を行った上で、15法人へ
49台のリース終了パソコンを寄贈しました※

（表2）。
　震災から5年が経過し、被災地域が必要と

する支援の形も変化しています。
　仮設住宅から災害復興公営住宅等への転居
が進んだことにより、近隣のコミュニティー
を再構築しなければならない、あるいは、震
災の影響で心のケアが必要となっている方々
がいる等の状況を寄贈先から伺っています。
　被災地域で活動する非営利法人では、被災
された方々へ様々な支援プランを用意してお
り、非営利法人における事務処理以外にも、
地域のコミュニティカフェやパソコン教室等
でリース終了パソコンが利用されています。

〈コミュニティカフェに設置されたリース終了パソコン〉 〈事務所で利用されているリース終了パソコン〉

表2　寄贈先法人一覧 
寄贈先法人名 活動拠点 寄贈台数

1 特定非営利活動法人しんせい 福島県郡山市 3台
2 特定非営利活動法人青空保育たけの子 福島県福島市 2台
3 特定非営利活動法人ザ・ピープル 福島県いわき市 2台
4 一般社団法人ならはみらい 福島県楢葉町 5台
5 公益社団法人みらいサポート石巻 宮城県石巻市 7台
6 特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ 福島県福島市 5台
7 一般社団法人マザー・ウィング 宮城県仙台市 1台
8 特定非営利活動法人母と子の虹の架け橋 岩手県花巻市 1台
9 特定非営利活動法人キッズドア 宮城県仙台市 2台
10 特定非営利活動法人みやこラボ 岩手県宮古市 1台
11 特定非営利活動法人フードバンク岩手 岩手県盛岡市 3台
12 特定非営利活動法人かだっぺし 岩手県釜石市 3台
13 特定非営利活動法人立ち上がるぞ！宮古市田老 岩手県宮古市 1台
14 特定非営利活動法人まちづくり・ぐるっとおおつち 岩手県大槌町 3台
15 認定特定非営利活動法人Switch 宮城県仙台市 10台
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②教育支援・地域振興・社会福祉に関する活
動を行う非営利法人へのリース終了パソコ
ンの寄贈

　公益財団法人ヤマト福祉財団は、障がい者
の経済的自立を支援するために、障がい者の
給料を増額した団体等へ助成を行っていま
す。当協会は、同財団の事業活動に賛同し、
同財団の助成先において、リース終了パソコ
ンをご活用いただくことにより、障がい者の
就労環境の更なる改善及び事務の効率化など

の点で貢献ができると考え、同財団のご了解
をいただき、東日本大震災以降に被災3県で
同財団の助成を受けた非営利法人宛てにリー
ス終了パソコン寄贈のご案内をお送りしまし
た。
　リース終了パソコンを希望する非営利法人
より、法人に関する資料等をいただき、リー
ス終了パソコンの活用目的・方法等を確認・
審査を行った上で、8法人へ25台のリース終
了パソコンを寄贈しました※（表3）。

表3　寄贈先法人一覧 
寄贈先法人名 活動拠点 寄贈台数

1 特定非営利活動法人ピーターパンネットワーク　共働作業所ピーターパン 福島県会津美里町 4台
2 特定非営利活動法人SWELL・IN・FUKUSHIMA 福島県福島市 1台
3 特定非営利活動法人ボネール 福島県伊達市 4台
4 社会福祉法人野田村保育所 岩手県野田村 1台
5 社会福祉法人 優樹福祉会　地域生活サポートセンター　フラット白河 福島県白河市 5台
6 特定非営利活動法人きらら女川 宮城県女川町 2台
7 社会福祉法人太陽の丘福祉会　仙台ローズガーデン 宮城県仙台市 1台
8 特定非営利活動法人コスモスクラブ 宮城県仙台市 7台

③工業高等学校へのリース終了パソコンの寄
贈

　被災3県の公的教育機関へのリース終了パ
ソコン寄贈活動を行う中で、被災地の工業高
等学校より分解・組立用のパソコンが古く、
リース終了パソコンを活用したい旨のご要望

がありました。
　これを実現するために、被災3県で「もの
づくり」の基礎教育を支援する活動として、
分解・組立用のリース終了パソコンを寄贈し
ました。
　被災3県の工業高等学校宛てに、実習用パ

〈実習で利用されているリース終了パソコン〉
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ソコン寄贈のご案内を行い、応募のあった3
校に対し分解・組立実習用、プログラミング
演習用パソコンとして、リース終了パソコン

（デスクトップ型・ノート型）40台を寄贈し
ました。

２．災害時緊急支援活動　

　［対象：台風18号による被災地域］
　平成27年9月の災害発生直後から、社会福
祉法人中央共同募金会及び日本マイクロソフ
ト株式会社と連携し、ボランティアセンター
を運営する非営利法人の紹介を受け、3法人
へ合計10台のリース終了パソコンを無償貸与
しました※（表4）。
　その後、引き続きパソコンを利用される意
向のあった1法人については貸与パソコン3
台を寄贈しました。2法人7台については、
貸与パソコンが平成28年1月末までに返却さ
れましたので、今後、自然災害が発生した際
に、迅速に被災地でご活用いただくため、社
会福祉法人中央共同募金会へ寄贈しました。
　日本各地では、自然災害による被害が広
がっています。当協会では、災害発生時に被
災地においてリース終了パソコンを迅速にご
利用いただけるよう、今後も引き続き準備を
進めてまいります。

表4　無償貸与先
貸与先団体 貸与台数

社会福祉法人常総市社会福祉協議会 ２台
社会福祉法人日光市社会福祉協議会 ５台
認定特定非営利活動法人
茨城NPOセンター・コモンズ

３台

３．特別支援学校に対する支援活動

①各地の特別支援学校に対するリース終了パ
ソコンの寄贈［対象：全国］

　生徒数の増加や教職員の増員及びパソコン

の経年劣化等の理由でリース終了パソコンの
ニーズは依然としてあります。
　全国の特別支援学校のうち、パソコン整備
率（文部科学省学校基本調査）等を勘案し、
平成27年度は鹿児島県・栃木県・山形県・奈
良県の18校に合計36台のリース終了パソコン
を寄贈しました※。

②各地の特別支援学校に対する作業学習用教
材の提供［対象：全国］

　平成27年度より、会員会社の社名変更・本
社移転により、修正が必要となる封筒及び不
要となる封筒を、提供する会員会社の所在す
る都道府県の特別支援学校へ提供する活動を
始めました。
　提供された封筒は特別支援学校の作業学習
の中で、ラベル貼付・封入・封緘・押印の練
習をするだけでなく、再生封筒を作成する等
でご利用いただいています。再生封筒を作成
する作業の中では、障がいの重い生徒が装飾
用シール等を作成し、再生封筒は障がいの軽
い生徒が作成する等、障がいの程度に関わら
ず幅広い生徒が参加することができる作業で
あるとのご意見をいただいています。
　また封筒へ修正シールを貼付する作業を依
頼した会員会社からは、「活動の目的に賛同
された取引先の印刷会社が、修正シールを無
償で提供してくださいました。」とのお知ら
せも寄せられました。
　この他、会員会社の申し出を受けて、会員
会社での作業（会社備品への管理シール貼
り）や、会社説明パンフレットに修正シール
を貼付する作業を特別支援学校に取り次ぎま
した。
　東京都の2校のご希望により、協会事務局
からも、ピッキング練習用の月刊リース、メ
モ帳を作成する際に表紙として使用する冊子
の色厚紙、シュレッダー作業用の裏紙、使用
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済み切手等の提供をしました。
　この活動では、12社の会員会社に協力をい

ただき、9校の特別支援学校に対し、作業学
習用教材を提供しています（表5）。

表5　作業学習用教材の提供活動
教材内容 提供先

封筒提供：総計20,600枚
東京都　6校
静岡県　1校
滋賀県　1校

封筒への修正シール貼付作業 札幌市　1校
備品管理シール貼付作業
会社案内修正シール貼付
作業（当協会からの紹介）

東京都　1校

〈再生封筒の作成〉

〈作業学習用教材の利用例〉

③東京都立港特別支援学校の作業学習への協
力［対象：東京都］

　平成26年度から始まった東京都立港特別支
援学校の作業学習に協力する活動を平成27年
度も継続して行いました。
　平成28年3月には2年間にわたり、協会事
務局の発送作業を行った3年生の生徒が卒業
されました。2年生の時に初めて協会事務局
の作業学習に携わったときは、緊張感の中で
の慣れない作業・普段接していない事務局職
員との対話もあり、少しぎこちなさもあった
生徒も、2年間作業学習に携わったことで、
作業をスピーディーかつ正確に行い、3年生
として2年生を的確に指導できるほど、目覚

ましい成長をされました。
　作業学習の中では、仕事をする上で大切な
ビジネスマナーを作業学習の開始前に毎回説
明し、生徒からの積極的な発言を促すととも
に、就業時に必要となるメモをとる練習を行
いました。この練習の成果により、メモをと
ることが上達し、こうした反復練習の大切さ
を感じました。
　年間6回実施された作業学習（表6）の最
終回は、昨年同様、当協会の大会議室で行わ
れ、協会事務局の作業をお手伝いいただいた
御礼として、作業学習終了後に生徒に感謝状
を贈呈しました。
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４．平成28年度の活動計画

　平成28年度の社会貢献活動では、以下の3
項目の活動を計画しています。
　これらの活動を実施するために必要となる
リース終了パソコン及び作業学習用教材につ
いては、会員会社から募集します。

①東日本大震災等の自然災害の被災地に対す
る支援活動

　自然災害の被災地では、年月が過ぎるごと
に被災地域で必要とされる支援が変化してい
きます。

　東日本大震災の被災地では、今後、コミュ
ニティーの再構築、心のケア、生活の立て直
しのためのスキルアップ等、また、被災者を
支える非営利法人の事務の効率化を支援する
等、直接的・間接的にリース終了パソコンの
活用範囲がさらに増えることが予想されま
す。引き続き、復興庁「被災者支援コーディ
ネート事業」を通じてリース終了パソコンの
寄贈活動を行うとともに、被災3県において
教育支援・地域振興・社会福祉に関する活動
を行う非営利法人に対するリース終了パソコ
ン寄贈活動を行います。［対象：岩手県・宮
城県・福島県］

表6　平成27年度の作業学習内容
作業学習教材 作業学習内容 作業学習成果

会員会社宛の郵便物の発送
業務

・別納印、学校印（港特別支援学校の
生徒が発送作業に携わった旨の表示）
の押印

・封筒への宛名ラベル貼付
・封入物の丁合、封入、封緘
・発送数の確認

地区代表者会議・実務者会議の案内状、
割賦・延払等統計調査表（平成27年度
上期分）、リース年次統計調査表（平成
27年度分）合計864通

月刊リース平成27年5月号
の発送業務

同上
社会貢献活動にご協力いただいた関係
先への発送分　160通

パンフレットの修正シール
貼付作業

・修正の必要があるパンフレットにつ
いて修正シールを貼付

1,000部

＊作業学習は、港特別支援学校のオフィスサービスコースの生徒10名が参加しました。

〈リース事業協会での作業学習の様子〉
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　また、自然災害の被災地における緊急支援
用リース終了パソコンの寄贈・無償貸与活動
及び被災地において復旧・復興活動を行う非
営利法人に対しリース終了パソコン等を寄贈
する活動を行います。［対象：全国＊］
＊�平成28年5月現在、熊本地震に関する支援

活動を実施中。

②特別支援学校に対する支援活動
　パソコン整備率等を勘案し、特別支援学
校（2～3都道府県）に対するリース終了パ
ソコンの寄贈活動及び会員会社から提供され
る作業学習用教材を提供する活動を継続しま
す。［対象：全国］
　また、東京都立港特別支援学校における就
労移行支援活動についても、新たな要素を取
り入れながら、引き続き作業学習へ協力する
活動を行います。［対象：東京都］

③社会的な課題の解決に向けた活動を行う非
営利法人に対する支援活動

　平成28年度からは、各地で社会的な課題の
解決に向けた活動を行う非営利法人に対し、
その活動を支援するためにリース終了パソコ
ンを寄贈する活動を始めます。［対象：全国］

さいごに

　東日本大震災あるいは自然災害で被災され
た地域及び各地の特別支援学校でリース終了

パソコンが様々な形で活用されています。
　また、会員会社から提供された封筒は特別
支援学校での作業学習において多くの生徒の
学習教材として有効利用されています。
　当協会では、これらの活動を通じ、様々な
企業・団体等との関係を築き、また、会員会
社と地域の特別支援学校を相互に繋げること
等で社会に貢献することを目指しています。
　最後になりましたが、リース終了パソコン
の寄贈活動及び作業学習用教材の提供活動
は、会員会社を含めた、沢山の方々のご協力
のもとに成り立っています。当協会の社会貢
献活動にご協力いただいているすべての企
業・団体・教育機関の皆様に厚く御礼申し上
げます。今後とも引き続きご協力を賜ります
よう、宜しくお願い申し上げます。
　11頁からの別添資料では、リース終了パソ
コンを寄贈した非営利法人・教育機関からい
ただいたお声を紹介しております。リース終
了パソコンがお役に立てている様子がうかが
えますので是非ご一読ください。

※�リース終了パソコンの寄贈活動（工業高等
学校への寄贈活動を除く）に際しては、日
本マイクロソフト株式会社のシチズンシッ
プライセンスを活用させていただきまし
た。（Windows7：すべての寄贈先へ搭載。
Office2010：特別支援学校を除く寄贈先
へ搭載。）
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度平成23年度

①被災３県の公的教育機関への寄贈
865台

②被災３県の学校図書館への寄贈
182台

③各地の特別支援学校への寄贈
141台

④被災３県で活動をする非営利法人への寄贈
74台

⑤災害支援における非営利法人への
寄贈・無償貸与

10台

⑥被災３県の工業高等学校への寄贈
40台

【参考資料】

〈リース終了パソコン寄贈活動の展開〉

〈リース終了パソコンの寄贈・貸与実績（累計）〉
寄贈先所在地 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 累計

東　北

青森県 − − − 6台 − 6台
岩手県  43台  45台 11台 35台 23台 157台
宮城県 139台 195台 31台 7台 38台 410台
福島県 342台 138台 53台 26台 53台 612台
山形県 − − − − 12台 12台

関東・ 
甲信越

茨城県 − − 37台 − 5台 42台
栃木県 − − − − 11台 11台
長野県 − − − 20台 − 20台

近畿・ 
中国・ 
九州　

奈良県 − − − − 12台 12台
広島県 − − − 6台 − 6台
福岡県 − − − 18台 − 18台

鹿児島県 − − − − 6台 6台
合　計 524台 378台 132台 118台 160台 1,312台

※寄贈台数には故障などによる代替機の提供数を除いています。
※平成27年度は、工業高等学校向けの分解・組立実習用、プログラミング演習用パソコンを含みます。
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〈物件シール〉

公益社団法人リース事業協会
寄贈品

転売・第三者への譲渡を禁止します
関係法令を遵守のうえ、ご使用ください
火災事故等を防止するために、ご使用後は
コンセントから外してください

 資産管理番号：

多くの寄贈先にリース終了パソコンを適正
かつ安全にご利用いただくため、ご使用上
の注意事項等をお知らせすることを目的と
し、平成27年度より、寄贈・貸与するリー
ス終了パソコンへ貼付しています。

〈リース終了パソコンを提供した会員会社（平成27年度）〉

[正会員：12社] 
三菱UFJリース㈱／三井住友ファイナンス＆リース㈱／東京センチュリーリース㈱／JA三井リース㈱／ 
芙蓉総合リース㈱／日立キャピタル㈱／オリックス㈱／日通商事㈱／IBJL東芝リース㈱／興銀リース㈱／ 
昭和リース㈱／東京TYリース㈱

〈作業学習用教材を提供した会員会社（平成27年度）〉

[正会員：８社] 
東京TYリース㈱／SFIリーシング㈱／JA三井リース㈱／しがぎんリース・キャピタル㈱／東銀リース㈱／ 
富士通リース㈱／日立キャピタル㈱／中道リース㈱※

[賛助会員：４社] 
㈱札幌北洋リース／AJCC㈱／清水リース＆カード㈱／ひがしんリース㈱

※本活動を円滑に実施するため、同社から自治体の教育委員会担当部門の紹介を受けました。

当協会では、平成28年度の社会貢献活動を実施するために、リース終了パソコンと作業学習用教材を会員会
社から募集しています。詳細は会員専用ホームページJLA-Net General 掲示板「社会貢献活動」をご参照い
ただくか、協会事務局までお問い合わせください。
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（別添）
寄贈パソコンの活用方法など

※寄贈パソコン応募時に各法人・教育機関からいただいた情報および寄贈後にいただいたお礼等をもとに作成しました。
【被災者支援コーディネート事業関係】
（岩手県）

パソコンの状況・使用目的 今後の課題・パソコンを利用した今後の活動計画等 その他

釜石ママハウスでの日常業務で使用。通信
の発行、HPの更新、各機関等とのメール
の送受信での情報交換、各種講座等のチラ
シ作成他。

被災地（釜石）のママと子の笑顔を拡げるため、
ママのエンパワメント。待機児解消のための
保育の事業継続及び女性相談活動等の展開を
継続実施。課題としては、本部機能の強化で
ある。企画・会計・渉外等の人材発掘、育成
及び活動の継続の為、財源強化も課題である。

この度のご配慮、誠にありがとうござ
います。このところ、PCは担当者に
1台でないと業務に不都合が多くて
困っていました。有難うございます。

予定①コミュニティカフェでの活用。復興住
宅の住民等も気軽に来てもらえるコミュニ
ティカフェを運営中。小さなパソコン講座な
どPCを活用した交流の場づくりに利用する。
②中間支援での活用。コミュニティカフェを
拠点として、復興支援に関する民間でのコー
ディネートを継続する。今後、支援員を採用
した時に業務に活用。NPO間のネットワーク
の強化。組織基盤の強化。自立的な資金の仕
組みづくり（復興支援金が減少するため）。裏
方としてのNPOなので、地域により深く理解
を求めていきたい。

パソコンのご寄贈大変ありがとうござ
いました。宮古地域の復興や地域づく
り活動に活用させていただきます。

メールを使用した食料品のオーダーの受付。
食料品の在庫管理。当団体の経理。広報活動
の版下作成。マニュアルの作成。集会でのプ
レゼンテーション。困窮者が必要とする食料
を、特におかず類を確保すること。およびこ
の活動がより多くの市民が参加できるように、
財政基盤を広げること。公的制度として食料
支援を制度化すること。

パソコン３台寄贈！本当にありがとう
ございます。被災された方々への支援
活動をより潤滑に行うよう活用させて
いただきます。震災から６年目をむか
え、被災された方々はもちろん、支援
者にも疲労が見えているなかで、この
ように支援団体へのご支援は私たちに
再度「チカラ」を与えてくれます。今
後とも東日本大震災で被災された方々
や支援団体を応援していただけますと
幸いです。

被災地や釜石圏域で常設交流場（開放施設）
における住民対象でのものづくり活動や、
パソコン教室を通じた地域の方々への交流
の場の提供。ひきこもりがちだったり、仕
事に定着しにくい生活保護・生活困窮・そ
の予備群的な方々や、若年者のひきこもり
等との関わりも多くなってきており、その
ような方々の就労支援を含めた受け入れ。

法人の地域での支援活動等において、ひきこ
もりがちな若年者・障がいをもたれた方など
も多く、施設内でのパソコン教室等のパソコ
ン利用機会を提供する。

今回のパソコン寄贈につきまして、大
変感謝いたします。パソコン到着、楽
しみに待っております。色々なご好意
に感謝いたします。
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パソコンの状況・使用目的 今後の課題・パソコンを利用した今後の活動計画等 その他

会計業務は委託しているので、自力で処理
できるようにスキルアップを図り、委託料
を活動資金に充て、これからのまちづくり
のソフト事業に充てていきたい。

甚大な被害を受けた岩手県宮古市田老のまち
づくり支援のため、被災した住民が中心になっ
てまちの復興と市民の生活再建・自立に関す
る支援事業をおこなっている。さらに観光事
業等の取り組みによる地域力醸成に取り組み
コミュニティー、地域防災力強化に繋げるこ
とを目標に活動している。パソコンは会計業
務専用として研修等へ持参できるようにして
会計業務のスキルアップを図る。

この度は、パソコンをお送りいただき
ましてありがとうございました。大事
に使わせていただきたいと思います。

町の事業委託を受けて活動しており、報告・
情報等全部パソコンで業務把握しており、
今年度で活動のリース期間が切れるため。
そのデータの保管等今後の活動にパソコン
が必要不可欠なので是非寄贈をお願い致し
たいと思い、寄贈の申請をした。

現在被災者支援の事業として手づくり品の販
売を支援しているが、販路拡大が課題となっ
ている。それを将来的にネット販売などITの
活用で情報発信を拡大する計画を推進してい
る。

パソコンが届きました。この度はあり
がとうございました。活用させていた
だきたいと思います。

4年前に寄贈いただいたパソコンを使用。
故障も多く、動作が遅いため業務に支障が
ある。
東日本大震災で甚大な被害のあった石巻市
にて、震災伝承プログラムの受入調整、ス
ケジュール管理、ホームページの更新、フェ
イスブックの投稿、Eメール、社内LANを
使用したファイル共有など。津波による被
害状況や石巻の「現在・過去・未来」を伝
えるためのタブレット端末・スマートフォ
ン向けアプリ「石巻津波伝承AR」のコン
テンツ更新。

「石巻津波伝承AR」アプリに石巻市中心部以
外の地域、東松島市、女川町の地点追加。マ
ルチコプター（ドローン）で撮影した石巻地
域の空撮動画制作・発信。

この度、弊社にパソコンを寄贈してい
ただけるとのことで、心から感謝申し
上げます。寄贈いただくパソコンは、
天からの恵みのようで、本当に助かり
ます。弊社の活動をご理解いただいて
いることに深く感謝いたします。また、
寄贈いただいた皆様に対しまして、心
よりお礼申し上げます。スタッフ一同、
パソコンが届くのをすごく楽しみにし
ております。頂戴しましたパソコンは、
大切に使わせていただきます。合わせ
て、今後も、被災地において必要とさ
れる活動を、進めて参りますので、今
後もお力添えのほどよろしくお願いい
たします。

（宮城県）

パソコンの状況・使用目的 今後の課題・パソコンを利用した今後の活動計画等 その他

宮城県仙台市で、震災後心のケアが必要と
なっている乳幼児親子の支援活動を実施。
月5回程度の活動を広報・告知するために、
HP作成、チラシ作成、事務作業のための
パソコンとして使用する。

活動は4年目に入り、継続的な支援の必要性
を感じている。今後は行政の通常の支援の中
に心のケア事業を入れていただけるように働
きかけていく。

パソコンを使用した授業の実施（例：ITプロ
グラミング教室）

この度のPCの寄贈、誠にありがとう
ございます。子供たちの学習会などで
大事に使わせていただきます。
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パソコンの状況・使用目的 今後の課題・パソコンを利用した今後の活動計画等 その他

こころの不調を抱えた若年者が社会との接
点を持つためにパソコン講座を週に2回開
催。個別カウンセリングでスムースな就労
移行を目指す。PC講座を実施することで、
ひきこもり状態から脱し、通所できるケー
スが多く、被災地である石巻の地域課題解
決のためにも維持していきたいと考える。
その上でもパソコン老朽化により、高ス
ペックのパソコンが必要となったため寄贈
の申請をした。

今後は修得したパソコンスキルを活かす場と
しての職場実習の機会を増やすとともに、事
務系一般就労への道筋をつくる。また、地域
の事務補助が必要な企業との連携を取り、テ
レワークが可能な体制の構築を模索し、震災
によりハンデを負った方々に対してスムース
な就労機会の創出を目指す。

今回はリースPCの寄贈、ありがとう
ございます。被災地の若者のITスキル
向上のために大切に使わせていただき
ます。

（福島県）

パソコンの状況・使用目的 今後の課題・パソコンを利用した今後の活動計画等 その他

利用者が使用できるパソコンはない。11
月末オープン予定の物販の管理・販売用。
ギャラリー2階でデータ入力。交流室1階
で発送用ラベル作り。

事務処理と会計にそれぞれ個人のパソコン
を使用している。
主に事務処理（毎月のお便り等、申請書、
報告書作成等）、会計処理（会計ソフトへ
の入力）。

現在、個人のパソコンを使用しているため、
データを一括管理することができない。団体
に事務処理と会計処理用にふたつのパソコン
を置くことで、引き継ぎなどがスムーズに行
われ、データの保存も確実に行われるように
なる。そのことによって、業務時間を短縮でき、
子どもに関われる時間が増えると思われる。
原発事故による放射能汚染の問題は未だ先の
見えない課題である。当団体は県をまたいで
活動を行っているために、行政より直接支援
を受けることは難しいのが現状で、活動を継
続するために、長期的な資金の獲得は大きな
課題である。

わたしたちが米沢で活動することで、
放射能を気にすることなく、子どもた
ちが遊べる環境を今後も作っていける
と思っています。今後は冒険遊び場、
農業体験に力をいれていきます。パソ
コン２台！たいへん助かります。ご厚
意大切に使わせていただきます。

デスクトップ型で大きく、モニターが古く
見えづらくなっている。動作が極端に遅く
なることがあり、修理を検討していた。ノー
トブック型で、個人所有のものだが、使用
中に文字の変換ができなくなる等の不具合
が生じている。
ボランティアセンター・事務局で事務処理。
活動の情報発信や外部団体との連絡、チラ
シ等の作成、会計管理。スタッフ使用とし
て、各種申請書類作成や情報発信、外部団
体との連絡、請求書・スケジュール表の作
成。

パソコンをより効果的に活用するための人材
育成、スキルアップ（課題）。
パソコンでの作業の効率化により、現場の業
務により注力できる。ホームページやSNSで
の情報発信の頻度を多くして、活動への協力
者、リピーターを1割程度増やしていきたい。

貴協会よりのパソコンのご提供につい
ては、大変ありがたく有効活用させて
いただいております。改めて心より御
礼申し上げます。

事務局スタッフやボランティアが一緒に作
業を行う際、パソコンが4−5台足りない
状況にある。
福島県及び隣県市町村の復興支援活動団体
の活動状況調査、データベース更新等。福
島県各地域の被災前後の映像記録の調査、
データベース構築等。当法人HPのリニュー
アル。

【今後の課題】活動計画に関わる人材の恒久的
な確保。自主事業の基盤整備（寄付商品の開発、
収益が見込めるプロジェクトの実施等）。　　

【将来的な計画】ボランティア・NPO活動を志
す市民に対するインキュベーション的なサー
ビス（ハード＆ソフト）の提供。地域活動団
体に向けた総合的なスキルアップの支援。

お志に添えるよう、十分に活用させて
いただきたいと存じます。頂戴したパ
ソコンは、日々の業務に存分に活用さ
せていただいております。 改めて御
礼申し上げます。
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パソコンの状況・使用目的 今後の課題・パソコンを利用した今後の活動計画等 その他

仮設住宅連絡員の情報共有や連絡事項など
への活用。

現在、仮設住宅の連絡員を雇用して、仮設に
住む方の安否確認やニーズ聞きなどの業務を
行っており、各仮設住宅の情報共有や連絡事
項などパソコンを活用してスムーズな業務を
行っていきたい。

楢葉町は平成27年9月5日に避難指
示が解除されたが、放射線に対する不
安が依然払しょくされず、どの程度の
町民が帰町するかが今後の課題となっ
ています。 この度は大変ありがとう
ございました。

【被災３県に所在する非営利法人】
（岩手県）

パソコンの状況 使用の目的 今後の活動計画・その他

文書の作成や研修等への参加申し込
み、家族への配布物等の作成。

保育所で撮影した写真を取り込み印刷して展
示し、子ども達の活動の様子を保護者に周知
する。

（宮城県）

パソコンの状況 使用の目的 今後の活動計画・その他

寄贈いただいたパソコン2台を所有してい
るが、バッテリーの充電が出来ず、常時コ
ンセントに差し込まないと作動しない状況
にある。この2台のパソコンを使って事務、
経理、各種報告書類、チラシ、POP作成
を行っている。かりんとうやパンのラベル
作成もパソコンを使用しているが、データ
送信に時間がかかり経理・事務処理に支障
をきたしている。

27年12月に女川駅前に新店舗を開店
する予定となっており、新店舗で使用
するパソコンを必要としている。新店
舗での売上管理・メールでの送受信・
チラシ作成はできれば今の使用してい
るものと違う新しいパソコンで行いた
いと考えているが、新店舗開店するた
めに多額の資金が必要となる為、パソ
コンを寄贈いただけるととても助か
る。

今後は店舗での売上管理・POP作成・店舗間
でのメール送受信・チラシ作成等をパソコン
で行い、新店舗の売上向上の為の活動を行い、
利用者の工賃向上目標を現在の工賃+3000円
を達成する為に、使用できればと考えている。
利用者工賃目標である月5万円に向けて営業
活動を行い、取引先の新規開拓に注力したい
と考えている。
東日本大震災で全て失い、みなさまのご協力
で2年後に工場再建する事が出来た。少しず
つではあるが取引先も増え、利用者の工賃も
月平均3万円を達成する事が出来た。昨年か
らは水産加工も開始し、今年の年末に新店舗
にて軽食・ランチを提供し、商品管理も今以
上に増加すると思われる。また、新店舗にて
パン・かりんとう・水産加工品を販売し、売
上増加を目指し、営業活動をもっと増やし、
利用者工賃増加に努めていきたい。

会計事務。ケース記録の作成など利用
者の支援に利用。

このたびは、パソコンの寄贈ありがとうござ
いました。

数 年 前 に パ ソ コ ン の 寄 付 を 受 け た が、
Windows XPのパソコンで、それも少し
ずつ動かなくなっていて、職員が仕事で使
用するには台数が不足している状況にあ
る。

事業所で利用者のスケジュールやお知
らせ、お便りを作成する為にパソコン
を利用したい。

新しいパソコンで、より充実したお便りを作
り、利用者と保護者の皆様に活動を伝えてい
きたい。
パ ソ コ ン は す ぐ に 次 の も の が 出 て き て、
Windowsやソフトも使えなくなってしまうこ
とが多い。その都度最新にしていくにはとて
も費用がかかる。今後ともこのような支援を
いただけるととても助かります。この度のパ
ソコン寄附誠にありがとうございます。職員
一同心待ちにしております。大切に使わせて
いただきます。
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（福島県）

パソコンの状況 使用の目的 今後の活動計画・その他

職員が利用者の支援計画を立てたり、記録
の管理など、事務作業の90%以上はパソコ
ンを利用し、日々の業務、運営に欠かせな
いものとなっている。

当事業所を利用する障がい者の方の多
くは、まず、パソコンに触る機会がな
い。寄贈いただくパソコンは利用者の
集う休憩室に設置し、インターネット
などを体験できる環境を整え、利用者
に活用していただく。

特に一般就労を目指している利用者向けにパ
ソコン教室を開催し、簡単なエクセル・ワー
ドの技術を習得していただき、一般就労への
道すじを強いものにしていければと考えてい
る。
この度は貴重なパソコンを御寄贈いただき、
ありがとうございます。将来的には、利用者
に事務を任せられるようなスキルを身につけ
られるような支援をしていきたいと思います。
心より感謝申し上げます。パソコンをいただ
けるとのことで、特に利用者の皆さんは嬉し
くて、待ちきれない様子でした。今後は、頂
いたパソコンを有効に活用し、事業計画に沿っ
て活用させていただきます。無事パソコンが
届きました。早速本日、それぞれ立上げ作動
してみました。利用者の皆さんもとても喜ん
で、お昼休みには、早速インターネットで検
索などしていました。今後も、障がい者のス
キルアップや、余暇活動として有効活用させ
ていただきます。

事務局…国保連への請求や会計、公的
機関などとのメールのやりとり等。事
業所…公的機関などとのメールのやり
とりや利用者の方々やその家族への文
章作成。売上や工賃の管理等。

商品の管理、商品のラベル作成（法人独自に
よるデザイン作成）。

パソコンの台数が職員の人数に対して不足
し、事務作業の際にパソコンを貸し合い
ながら使っているため、場合によってはス
ムーズに事務作業が行なえない状況であ
る。また、メンバーがインターネットを利
用するために使用していたパソコンも昨年
壊れてしまった。

施設外就労の記録、現金出納帳の記録、
相談記録等の事務全般。メンバーのイ
ンターネット利用等。

現在少しずつであるが食堂の売上記録もメン
バー自身がパソコンを使って入力する機会も
でてきているので今後はより多くのメンバー
がパソコン操作を行えるようなパソコン講座
等もフリータイムを利用して行っていきたい。

職員10名に対し、パソコンの台数が5台
で、事務に数台使用するため、複数の職員
が交代で使用している。また、ノート型パ
ソコンが1台もなく、現場で使用するパソ
コンが足りず、現場にいるべき職員が事務
所に流れるという悪循環が生じている。

書類作成、パン販売促進、POP作成、
売上データ管理、ケース記録入力。

パンの売上管理や発注・受注データの管理。
パンのPOP作成。また、ノート型パソコンは
持ち運びが可能なので、現場にいる利用者へ
のパソコン使用方法の指導も可能になってく
ると考えている。
お陰様で職員と利用者ともに届いたパソコン
を見て大変喜んでいるところです。今後も地
域福祉の重責を担う役割を自覚し、職員、利
用者一同、皆様から愛される事業所づくりに
励んで参る所存です。
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【被災３県に所在する工業高等学校】

県 パソコンの状況 使用の目的 その他

岩手県
15年程前のPCを使用。古くなってき
たため、故障などで使えなくなって
いる。

情報実習用、NC加工実習用として使
用。

宮城県
2007年に購入したものを使用してい
る。

電子機械実習の項目の一つとして3
年次を対象にパソコン組み立て実習
を行っている。1・2年次でソフト
ウェアについての実習を行い、2年
次の座学で情報技術基礎を学んでい
る。それらの学習のまとめとしてハー
ドウェア装置の学習も兼ね、パソコ
ンの分解・組立実習を行っている。

予算的に厳しく、古い機器を使用し
て実習を行っているので無償寄贈は
非常に助かります。

福島県
（デスクトッ
プパソコン・
電子科）

10年以上前に購入しており、だいぶ
古くなってきている。ディスプレー
は3台故障中。OSはWindows XPを
いまだ使用しており、インターネッ
ト回線を使用することができない（マ
ザーボードのスペックがXPまでしか
対応していない為）。

パソコン組み立て実習：パソコンの
ハード的な構成を学習し、実際に組
立作業を通しパソコンの構成要素を
学び取る。組立てたパソコンでいろ
いろなOSを起動してOSの違いを実
体験する。Windows XPをインストー
ルし、フォーマット作業やOSインス
トール方法を修得する。インターネッ
ト回線・校内LANに接続し、ネット
ワーク構築及び設定方法について学
習する。

本校、電子科にてパソコンの分解組
み立て、OSインストール、ネットワー
ク設定等を実習で実施している。さ
らに環境構築後PIC制御によるプログ
ラミング実習も行っている。
平成24年4月にリース事業協会様よ
り寄贈していただいたパソコン5台
は、現在OSをXPよりWindows 7
にアップグレードし使用しています。
今回の件を含め、復興支援並びに本
校支援に多大なるご配慮をいただき
誠に感謝申し上げます。本日、パソ
コンが到着しました。今回は、いろ
いろとご配慮いただき大変感謝して
おります。ありがとうございました。

福島県
（ノートパソ
コ ン・ 機 械
科）

現在、制御実習に使用しているパソ
コンは、デスクトップ型が3台だけ
で10人1グループでの授業では、3
人ずつしかプログラミングを行うこ
とができない。現在使用のプログラ
マブルコントローラが20年前の旧型
のため、現在新しいものを5台準備
中である。ただし、プログラミング
用パソコンは予算が付かず購入でき
ない状態であった。古い3台のデス
クトップパソコンを使い続けなけれ
ばならなかった。

制御プログラミング実習：（1）リ
レーシーケンス制御リレー、タイマ、
スイッチの実配線を行い、制御回路
の仕組みを学習する。（2）プログラ
マブルコントローラによるシーケン
ス制御プログラミング演習としてラ
ダープログラムを作成しプログラマ
ブルコントローラでの取り扱いの基
本とシーケンス制御を学習する。

機械科、制御実習のプログラミング
演習で使わせていただきたいと思い
ます。現在、古いデスクトップPCが
３台しかなかったので、大変助かり
ます。
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【緊急災害支援関係】

北関東・東北豪雨に関連する活動内容 パソコンの状況・使用目的 その他

活用内容：常総市災害ボランティアセン
ター運営に関するデータ入力。

早急にパソコンを数台確保が必要な時に迅速
に無償貸与いただき本当に感謝しております。
今後も災害発生時に災害ボランティアセン
ターを運営する際はパソコン数台が必須とな
りますので、今後もこのような無償貸与のシ
ステムを活用できれば幸いです。本当にあり
がとうございました。

災害発生後、早急にご支援いただきましたこ
とに大変感謝いたします。本当にありがとう
ございました。また何かの際には、ご支援い
ただくこともあると思いますが、その際はよ
ろしくお願いいたします。

当法人の強みである外国人支援とコミュニ
ティづくり、セーフティネット構築の経験
とノウハウを活かし、被災者のニーズに柔
軟に対応して、以下の活動に取り組んでい
る。①かわら版や多言語ラジオ番組の作成
②「常総市水害対応NPO連絡会議」の開
催③移動支援④住民主体の活動づくり⑤相
談対応⑥被災者のニーズ調査⑦行政などに
対する政策提言⑧救援物資の配布、ボラン
ティア・コーディネート

もともと、1、2名で活動していた拠
点が被災し、被災後は市外から応援に
来た多くの団体職員やボランティアな
どに対して、多くのパソコンの用意が
必要となった。
上記の活動を通じた事務作業に使用さ
せていただきたい。特に、情報発信活
動についてはパソコンは不可欠であ
る。

この度は当法人の活動にご理解、ご支援をい
ただき、誠にありがとうございました。当法
人は中間支援組織として、ボランティアの
マッチングも行っております。ウェブサイト
やSNSなどを通じて度々発信しているとおり、
常総地域はマス・メディアの報道が減る一方、
被災された住民はまだまだ大変な状況にあり
ます。ぜひボランティアなどでも引き続き応
援いただければ幸いです。

災害時には義援金の受付を始めとして、被
災した人たちの支援にも取り組んでいま
す。

東日本大震災の際に企業からご提供い
ただいたパソコンを、希望があった被
災地に貸し出している。ボランティア
センターでの活用が終了後返却いただ
き、データ等を消去の上、次の震災に
備えて保管・管理をしている。
災害発生時、ボランティアセンターは
複数拠点を開設したり、屋外でボラン
ティア受付作業をするなど通常所持し
ているパソコンだけでは円滑な運営が
できない状況が多く見受けられる。し
かし資金的に複数台のパソコンを一気
に購入することは難しいため、パソコ
ン貸与の要望が多く寄せられている。
今回ご寄贈いただくパソコンについて
は、災害発生時にそうした希望のある
地域にいち早く送付し、円滑なボラン
ティア活動を側面的に支援するために
使用させていただきたい。

東日本大震災から活用させていただいている
パソコンについて、動作不安定などの状況が
しばしば見受けられる。現場でストレスなく
パソコンを活用いただくために、こうした機
会がある際に特に状況の悪いパソコンとの入
れ替え作業を行うことも、今後検討が必要だ
と考えている。
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【特別支援学校】
（鹿児島県）

パソコンの状況 使用の目的 その他

児童・生徒は現在パソコン室にある6台で
学習している。

児童・生徒の学習で使用する予定。

職員には一人１台校務用パソコンが配備さ
れているが、故障が多くなってきており、
修理依頼が増えている。児童・生徒はパソ
コン室のパソコンを授業等で活用してい
る。高等部では、作業学習でパソコンを用
いて名刺の作成も行っている。

作業学習で名刺を作成するために使用
しているパソコンが故障し、現在は担
当職員の校務パソコンをその都度持参
しながら対応している。今回の寄贈パ
ソコンを作業学習で使用したいと考え
ている。

児童生徒の学習用に使用。教職員の業
務に使用。

（栃木県）

パソコンの状況 使用の目的 その他

教諭・常勤講師に対し各1台のパソコンを
貸与。

希望するパソコンは公仕さんと事務職
員がスタンドアローン形式で使用する
ことを望んでいる。

校務処理用パソコンは教員一人一台の配備
が理想であるが、教員数の増加と経年劣化
による故障が相次ぎ、校務処理に支障をき
たしている。そのため、授業用のパソコン
の一部を校務処理用に転用するための申請
及び作業中である。二学期以降、授業にお
ける使用での支障や制約が懸念される。

授業用のパソコンの約半数を校務処理
用に転用作業中であること、ご寄贈い
ただくリース終了パソコンにはオフィ
スソフトが含まれないことから、当面
は授業用として教室における自作教材
の提示などで活用したい。校務処理用
のパソコンは慢性的な台数不足の状況
にあり、今後の状況次第では、オフィ
スソフトのインストールを含め必要な
設定を行ったうえで校務処理用として
の活用も検討している。

現行の学習指導要領や教育の情報化ビジョン
によって、教育現場でのICTの導入が進んでい
るが、厳しい財政状況の中、機材の整備は思
うように進んでいない状況である。パソコン
は授業での活用においても校務処理において
も必要不可欠であり、最も重要な情報機器の
一つであるが、高価ゆえに増備・更新におい
て大きな制約となっている。そんな中で今回
のようなリース終了パソコンの寄贈は重要な
意味を持っていると思われるし、教育現場とし
ては大変ありがたい。今後ともこのような取
り組みを継続していただけるよう期待します。

（山形県）

パソコンの状況 使用の目的 その他

音声ソフト等、視覚障がい者のためのソフ
トウェアをインストールして使用。

ネット環境が届いていない場所で、ス
タンドアロン状態で使用。主に学習内
容の記録を行う予定。

ありがとうございました。有効活用できるよ
うにしていきたいと思います。

生徒が使用できるパソコンは少ない。
生徒が文書作成やインターネットを活
用しての調べ学習などで使用。

いただいたパソコンは、大切に使わせていた
だきます。ありがとうございました。

本校は小学部・中学部・高等部・分教室が
あり、現在、生徒の学習用パソコンは高等
部に8台あるのみである。高等部は訪問教
育も合わせると13学級なので、パソコン
がない学級もあり、パソコンのある教室に
行ったり、借りたりして使用している現状
である。分教室では教科学習を行っている
が、1台もなく、現在児童生徒がパソコン
を使っての学習ができない状況である。

インターネットを使っての調べ学習。
余暇活動時の音楽鑑賞。

生徒の学習のために有効活用させていただき
たいと思います。
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パソコンの状況 使用の目的 その他

職員室には持ち出し用のパソコンが4台あ
るが、使われていることが多い。

本校には、3Dプリンターやレーザー
カッターがあり、教材等の作製にこれ
から利用していきたいが、制御用のパ
ソコンがなく困っており、寄贈してい
ただけたらとても助かる。

昨日リース終了パソコンを受け取りました。
大変ありがとうございます。

生徒用もしくは教育実習生用として利
用予定。

ホームページ作成等。作業学習等での
様々な印刷等（バザーチラシ・製品に
貼るラベル印刷）。

昨日、リース終了パソコンが届きました。２
台とも綺麗に整備され、快適に使用できそう
です。大切に使用いたします。ありがとうご
ざいました。

（奈良県）

パソコンの状況 使用の目的 その他

児童生徒が主に使用できる、教育系ネット
ワークと、教職員のみが校務で使用する
校務系ネットワークの2つに分けてパソコ
ンを使用している。特に校務系のパソコン
は教職員二人に1台弱の割り当てであるの
で、不足している状況。

成績・児童生徒についての日々の記録、
校務分掌等、教職員が校務として使用
する。

この様な寄贈事業に感謝いたします。ありが
とうございます。

日常教科学習の一つとして。自立活動
及びクラブ活動（特別活動など）。

寄贈分は教育用として、パソコン室及
び各教室への持ち出し用として使用。

（主に行事や授業において使用）

パソコン寄贈のお話、誠にありがとうござい
ます。是非ともよろしくお願いいたします。
パソコンの必要数に満たない教育環境が続い
ており、今回の寄贈はとてもありがたいです。

教育用パソコンとしてパソコン教室にノー
ト型パソコンが設置されているが、各教科
において教室等で使用するには不足してい
る。各教室には、旧型のデスクトップパソ
コンを1台づつ設置しているが、動きも遅
く、いつ故障して使用不可能になるかわか
らない状況である。

現在の教室のパソコンでは、調べ学習
や動画教材等を活用するには限界があ
るため、持ち運びに便利なノートパソ
コンであれば、必要な教室にその都度
移動させながら教材提示等がしやすく
なると考えている。

今回、寄贈して頂けるパソコンは教育
用ノートPCとして使用したいと考え
ている。

このような機会がありましたら、また是非声
をかけていただきたいと思います。ありがと
うございました。

授業で、児童・生徒が使うだけでなく、
教員も使用したいと考えている。現在、
授業でパソコンを使って映像等を使用
する際は、県から配布されたパソコン
を使用している。内勤業務で使用して
いるパソコンであるため、故障した場
合、業務に大きな支障が出てしまう。
また、児童・生徒に映像等を見せるた
めの専用のパソコンとして使用したい
と考えている。


